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　杉並区はみどりと水に恵まれた良好な住宅都市としての性格を維持してきました。しかし、
都市化の進展は、緑地の減少、景観の悪化、大気や河川などの環境悪化等を引き起こし、これ
まで維持してきた快適な環境は失われつつあります。一方、利便性を追及する事業活動や日常
生活は、地域にとどまらず、地球温暖化に象徴される地球レベルの課題として顕在化してきて
おります。 
　昨年９月４日に発生した集中豪雨では、多くの区民の方が住まいや家財などに大きな被害を
受けました。この集中豪雨も地球温暖化やヒートアイランド問題との関係を無視することはで
きません。こうした点を鑑みても、私たちは地球環境に負荷を与えない持続可能な社会を構築
しなければなりません。 
　昨年は、京都議定書の発効元年です。杉並区も二酸化炭素の削減目標を掲げており、区民・
事業者と協力して環境配慮行動を推進し、困難な環境課題に積極的に対応してまいります。 
　ところで、昨年、アスベストを取り扱っていた企業の従事者や家族が、中皮腫等で死亡する
というニュースが次々と公表され、大きな社会不安を引き起こしました。杉並区では、アスベ
スト対策会議を立ち上げ、建物解体時の飛散防止要綱を制定するなど、区民の安全安心を最優
先に、その予防策に取り組んできたところです。 
　環境を保全し、次世代の子どもたちによりよい環境を引き継ぐことは私たちの責務です。杉
並区は環境先進都市としての名に恥じぬよう、区民、事業者の皆様と力を合わせて、環境保全
の推進に取り組んでまいります。 
　このたび、平成17年度版の杉並区環境白書を刊行いたします。杉並区の環境の「今を知り、
明日を考える」ために、活用していただければ幸いです。また、多くの方々にご覧いただき、
忌憚のないご意見・ご提言をいただきますようお願い申し上げます。 
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